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２０１９年度戦略的研究プロジェクトチーム

～要介護になっても・認知症になっても大丈夫～

▼研究の概要（背景・目標）

▼研究の成果（結論・考察）

これまでのプロジェクト成果を基盤として、新
たな実装への展開を開始した。

1.重層型見守りからAI・IoT活用見守りへ
コミュニケーションロボットの研究等。

2.岩手県と連携した地域協働研究
北いわてにおける生活支援型ｺﾐｭﾆﾃｨづくり

3.重度障害者のコミュニケーション支援
研修会を県内各地で展開

4.認知症になってもやさしいまちづくりの推進

▼研究の内容（方法・経過）

アクションリサーチ：研究者が地域に介入し、
多様な関与者と連携してコミュニティが抱え
る問題の解決策を見出す

結果２ 活力ある小集落実現プロジェクト（いわて県民計画）協働

結果１

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

2018年度の成果をさらに推進していく。

1.AI/IoT活用見守り －介護ロボットの開発や、AIを活用したケアマネ支援システムの開発へ関与

2.岩手県と連携した地域協働研究 －北いわてでの生活支援型コミュニティづくり・県内見守り尾体制再整備

3.重度障害者のコミュニケーション支援 －特別支援学校や教育委員会等への働きかけ

4.認知症になってもやさしいまちづくりの推進－岩手医科大学・岩手保健医療大学等との連携体制づくり

（別紙２）岩手県立大学戦略的研究プロジェクト ２０１８年度実績

•要介護や認知症になっても、本人ができる
こと・したいことがまっとうできるよう、環境
を整備することが必要となってきている。

•本研究においては、そのための変革（イノベ
ーションの創出）を行うことを目的とするもの
である。

•本人や家族の意識やリテラシーを変え、支援
機器やICT技術の適切な活用につなげ、医療・
福祉体制を含めた地域の環境（まちづくり ）
を一体的に行う。


